
 

 

                               
 
 
 
 
     
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 258 号 
2023 年 11 月 14 日 

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る「
地
域
公

開
講
座
」
。
10
月
は
25
日
、「
作
っ
て
み
よ

う
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し

ま
し
た
。 

講
師
は
、
長
町
病
院
の
院
内
保
育
所
「
お
ひ

さ
ま
ル
ー
ム
」
の
保
育
士
さ
ん
。
み
ん
な
で
ペ
ン

ダ
ン
ト
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
あ
っ
、
今

日
着
て
き
た
服
と
合
う
わ
ね
」「
キ
ラ
キ
ラ
輝
い

て
き
れ
い
」
と
、
参
加
者
の
楽
し
そ
う
な
声
が

飛
び
交
う
講
座
に
。 

参
加
者
の
一
人
は
、「
来
月
パ
ー
ト
ナ
ー
の

誕
生
日
な
ん
で
す
。
世
界
で
一
つ
だ
け
の
、
い
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
作
れ
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

※
地
域
公
開
講
座
は
毎
月
第
４
水
曜
日
の
午
後
２

時
か
ら
、
地
域
交
流
サ
ロ
ン
よ
し
の
亭
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
８
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

発行 仙台南健康友の会 
〒982-0011 

仙台市太白区長町 3-7-26 

℡022‐２４８－６７０２ 

Fax 022-746-5146 
ホームページ検索は 

仙台南健康友の会で 
 
 
 
 
 
メールアドレス 
n.tomonokai@gmail.com 

友
の
会
だ
よ
り 

ＱＲコード 

作
品
を
身
に
付
け
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
で
記
念
撮
影 

LINE 登録 

保育士さんのていねいな指導で、好みのデザインのペンダントをつくりました 
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◆みなさんへのお願い◆ 

◎ ご近所・お知り合いの方をぜひ友の会にご紹介ください。 

◎ 読みやすくて健康づくりに役立つ『いつでも元気』をご購読

ください。 

  10 月、11 月は、全国の民医連（民主医療
機関連合会）の共同組織（友の会や医療生協

など）が「仲間ふやしキャンペーン」にとり

くんでいます。健康講演会やサークル、助け

合いの会などを通じ、友の会の輪が広がって

います。 

 

「仲間増やしキャンペーン」へのご協力を 

読
み
や
す
く
て
健
康
づ
く
り
に
役
に
立

つ
と
評
判
の
『
い
つ
で
も
元
気
』
。
月
刊
誌
で

月
３
８
０
円
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
お

読
み
く
だ
さ
い
。
見
本
誌
（
無
料
）
を
ご
希

望
の
方
は
友
の
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

コロナ禍や物価高などで、地域の人々の
くらしが悪化しています。貧困や孤立をなく

し、「だれもが安心して住み続けられるまち

づくり」をすすめるため、みなさんで手を携

えて、地域に根をはった大きな友の会にして

いきましょう。 
      

「
次
代
へ
の
記
憶
」 

       

第
８
集
を
発
刊
し
ま
し
た 

  

友
の
会
社
会
保
障
部
で
毎
年
編
集
・
発
刊
し
て
い
る

「
次
代
へ
の
記
憶
」
。
第
８
集
を
発
刊
し
ま
し
た
。 

  

テ
ー
マ
と
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

○
「
戦
争
は
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」           

      

小
河
原 

武
さ
ん
（
太
白
区
ひ
よ
り
台
）                                                                           

○
「
知
っ
て
い
る
な
ら
伝
え
よ
う 

                

知
ら
な
い
か
ら
学
ぼ
う
」 

      

大
友 

寿
美
子
さ
ん
（
太
白
区
ひ
よ
り
台
） 

○
「
折
り
鶴
に
祈
り
を
込
め
て
」 

    

福
田 

禧
美
さ
ん
（
太
白
区
四
郎
丸
落
合
）       

【
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参
加
者
の
報
告
】 

○
「
地
球
に
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
」 

    

島
﨑 

純
子
さ
ん
（
若
林
区
若
林
） 

○
「
二
度
と
原
爆
の
悲
劇
を 

              

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
」 

      

鷲
岳 

志
保
さ
ん
（
長
町
病
院
診
療
サ
ー
ビ
ス
課
） 

「
次
代
へ
の
記
憶
」
は
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
お
分

け
し
て
い
ま
す
。
友
の
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

な
お
、
こ
の
冊
子
は
太
白
区
内
の
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

12 月の表紙は、坂総合病院附属北部診療所に建立した「憲法 9 条の碑」 
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の健康成人を対象にした研究で、

夕食を夕方の６時に食べた時と夜

の９時に食べた時の食後の血糖値

を比較しました。食べる時間が３

時間遅くなるだけで血糖値が大き

く上昇し、真夜中過ぎまで高血糖

状態が持続する結果が出ました。

肥満や糖尿病の予防のために、夕

食はなるべく早い時間に食べまし

ょうね。 
◎夕食が遅い時は、下の図のように

先に主食だけ食べておくと食後や

夜間の血糖値は上がりにくい 

  先に述べた研究では、夕食を２

回に分けて食べた日は、血糖変動、

食後の血糖値は、夜の９時の夕食

に比べて大きく低下しました。 
  仕事などで夕食が遅くなる方

は、夕方におにぎりまたはサンド

イッチなどを食べて、夜は野菜+お
かず（たんぱく質）を食べるという

ように夕食を２回に分けて食べる

ことで、食後の血糖上昇や夜間の

高血糖を抑える事ができると分か

っています。（糖尿病で薬物療法を

行っている方は主治医に確認して

から行いましょう） 
            （次号に続く） 

連 載 

時間栄養学を取り入れた 

      食事について 
                その③  
  三浦 朋子（長町病院 管理栄養士） 

  みなさん。こんにちは。管理栄養

士の三浦です。急に寒くなりまし

たが、衣類での体温調整は上手に

できているでしょうか？ 
  私たちの体で行われている消

化、吸収、栄養に変える代謝の働き

は、体内時計によって大きく左右

されています。「何を」「どれ位」食

べるかに加え、「いつ」食べるかが

時間栄養学です。 
  ３回目は、「夕食時刻による食後

血糖値の影響」についてです。 
………………………‥…………… 
  食後の血糖値は、エネルギー、炭

水化物、食物繊維などの栄養素の

含有量、食べる速度(早食いか、20
分以上かけてゆっくり食べるか)
などの影響を受けることはご存じ

でしょうか。それに加えて、食べる

時間も影響があることが分かって

きました。まず、食後の高血糖は私 

たちにどのような影響があ

るのでしょうか？ 
【食後の高血糖や一日の血

糖変動が及ぼす影響は？】 

  肥満になりやすい、動脈

硬化が進み、脳梗塞、心筋梗

塞のリスクを高める、アル

ツハイマー型認知症の発生リスク

が高まるといわれ、なるべく食後高

血糖にならない食べ方が推奨され

ています。  
◎夕食時間が遅いと 

         血糖値は上がりやすい 

  皆さんも食事を食べた後に体が

温かくなるのを感じたことがある

と思います。食べ物を消化吸収する

活動が活発になることで体熱が生

み出されエネルギーを消費してい

ます。この食事誘発性熱産生が朝食

や昼食と比べて、夕食ではなんと

50 パーセント低下するのです。そ

のため、食後のエネルギー消費が少

なくなる夜間の方が血糖値が上昇

しやすいのです。 
◎夕食はなるべく早めに！夕食を

夕方の６時に食べた時と夜９時

に食べた時で血糖値は違う 

  京都女子大学の今井氏らが若年 

 

参考資料  「臨床栄養」2020 年 3 月号 
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『いつでも元気』より転載 
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「次
回
も
参
加
し
た
い
」
と 

          

期
待
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
中
田
・
柳
生 

   

                   

今
年
６
月
に
開
始
し
た
西
中

田
・
柳
生
地
域
健
康
懇
話
会
。
９

月
22
日
は
「
知
れ
ば
、
猫
背
は
治

る
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
福
岡

祥
子
さ
ん
（
作
業
療
法
士
）
が
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

ひ
ざ
立
ち
や
お
し
り
歩
き
、
壁

立
ち
、
四
つ
ん
這
い
な
ど
を
実
際

に
体
験
し
、
猫
背
予
防
の
コ
ツ
を

学
び
ま
し
た
。 

  

長
町
病
院
４
階
病
棟
看
護
師

の
大
槻
洵
子
さ
ん
が
参
加
し
、
血

圧
測
定
を
行
い
な
が
ら
参
加
者

か
ら
の
質
問
に
て
い
ね
い
に
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
町

病
院
で
実
習
中
の
東
北
大
学
の

医
学
生
も
参
加
。
「
地
域
の
方
と

の
距
離
が
近
い
病
院
で
す
ね
」
と

の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
と

い
う
方
が
「
次
回
も
参
加
し
た

い
」
と
友
の
会
に
入
会
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
安
齋 

キ
ヨ
子 

野
草
園
を
歩
き 

         
秋
を
満
喫 

   
 

西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク 

  

秋
も
次
第
に
深
ま
る
中
、
西
部

Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
仙
台
野
草
園

で
「
秋
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

  

ま
ず
園
内
を
散
策
。
様
々
な
植

物
を
み
な
さ
ん
興
味
深
げ
に
観

て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
場

で
昼
食
。
時
間
を
取
っ
て
交
流
す

る
予
定
で
し
た
が
、
雨
が
降
っ
て

き
た
た
め
早
め
に
切
り
上
げ
。
し

か
し
、

21
名
の
参
加
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
友
の
会
の
入

会
や
『
い
つ
で
も
元
気
』
を
購
読

し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。 

     

事
務
局
長
・
平
尾 

伸
二 

楽
し
く
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と 

   

「便
と
健
康
」の
学
習 

復
興
住
宅
健
康
カ
フ
ェ 

  

毎
月
第
１
土
曜
日
に
行
っ
て

い
る
「
健
康
カ
フ
ェ
」
。
10
月
７

日
は
復
興
第
一
住
宅
で
行
い
ま

し
た
。 

  
長
町
病
院
か
ら
遠
藤
淳
一
郎

さ
ん
（
は
な
み
ず
き
）
、
桑
田
由
樹

さ
ん(
４
階
病
棟)

、
平
渡
さ
お
り

さ
ん(
外
来)
、
阿
部
直
樹
さ
ん(

検

査
室)

、
中
塩
加
久
子
さ
ん
（
管
理

部)

が
参
加
、
住
民
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、
対
話
を
深

め
ま
し
た
。 

  

友
の
会
か
ら
は
平
尾
伸
二
事

務
局
長
、
長
澤
絹
代
事
務
局
次

長
、
長
町
ブ
ロ
ッ
ク
の
相
原
和
子

地域・ブロック･班の活動 
友の会の行事は、感染対策をとりながら

実施しています。 

野草園を散策する参加者 

さ
ん
、
佐
藤
誠
子
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
子
ど

も
含
め
延
べ
20
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。 

  

最
後
は
阿
部
直
樹
さ
ん
に
よ

る
ミ
ニ
講
話
「
便
と
健
康
」。
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
話
を
、
み

な
さ
ん
う
な
ず
き
、
時
に
笑
い

な
が
ら
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

  

次
回
は
年
明
け
１
月
。「
待
ち

遠
し
い
ね
え
」
と
話
し
て
会
場

を
後
に
さ
れ
る
方
も
い
る
な

ど
、
好
評
で
し
た
。 

 

講義を聞いて身体を動かしました 

  

11
月
２
日
、
若
林
健
康
友
の

会
と
の
共
催
で
、
み
や
ぎ
生
協

荒
井
店
で
健
康
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
買
い
物
を
終
え
た

お
客
さ
ん
な
ど
が
「
何
や
っ
て

い
る
の
か
し
ら
」
と
相
談
に
。
チ

ラ
シ
で
の
宣
伝
も
奏
功
し
た
の

か
、
昨
年
の
倍
の
20
名
が
相
談

に
見
え
ま
し
た
。 

  

長
町
病
院
か
ら
看
護
師
の
高

山
ち
づ
る
さ
ん
と
佐
々
木
紫
乃

さ
ん
が
参
加
。
佐
々
木
さ
ん
は
、

「
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
健

康
相
談
が
で
き
て
い
る
こ
と
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

聞き取りをする遠藤淳一郎さん(左) 

み
や
ぎ
生
協
荒
井
店
（若
林
区
）で
の
健
康
相
談
会
に
多
く
の
方 

天気にも恵まれ屋外での健康相談に 
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久
々
の
健
康
相
談
に 

       

多
く
の
来
訪
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク 

   

             

西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
健
康
相
談

会
は
、
10
月
12
日
に
茂
庭
台
市

民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し

ま
し
た
。 

  

最
初
に
私
が
ひ
と
こ
と
述
べ
、

平
尾
伸
二
事
務
局
長
か
ら
の
入

会
と
『
い
つ
で
も
元
気
』
の
お
勧

め
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
世
話
人
や

保
健
部
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
長
町

病
院
の
看
護
師
が
協
力
し
な
が

ら
、
来
訪
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

健
康
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は

10
名
ち
ょ
っ
と
か
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
た
を
開

け
て
み
る
と

24
名
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
事
前
の
呼
び
か
け

が
功
を
奏
し
た
よ
う
で
す
。 

  

チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
と

い
う
方
が
、
「
ま
た
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
友
の
会
入
会
。『
元
気
』

も
お
二
人
が
購
読
を
申
し
込
ん

で
く
れ
ま
し
た
。 

  

福
岡
祥
子
事
務
局
次
長
に
よ

る
「
講
評
」
の
後
、
菅
原
昌
子
副

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
。

実
り
多
き
企
画
と
な
り
ま
し
た
。 

 
西
部
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
・
久
戸 

治
美 

身
体
を
動
か
し
な
が
ら 

    
「ね
こ
背
」を
学
ぶ
」 

   
 

名
取
ブ
ロ
ッ
ク 

  

名
取
ブ
ロ
ッ
ク
第
２
回
学
習

会
を
、
９
月
26
日
に
名
取
が
丘

西
集
会
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
ね
こ
背
の
お
話
と
健
康

体
操
」
、
講
師
は
い
ま
人
気
の
長

町
病
院
作
業
療
法
士
・
福
岡
祥
子

さ
ん
。 

  

「
人
間
が
二
足
歩
行
に
な
っ

た
こ
と
で
何
が
起
き
た
か
」
「
人

間
が
進
化
し
た
反
面
、
背
骨
を
動

か
す
こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
「
犬
や
猫
が
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
背
骨
を
反
ら
し
て
い
る
。
そ

れ
は
生
き
物
の
『
自
己
調
整
法
』
」

「
良
い
姿
勢
と
は
骨
格
と
身
体

に
う
ま
く
あ
ず
け
る
こ
と
。
身
体

を
正
し
く
骨
に
乗
せ
る
こ
と
」
な

ど
、
日
頃
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な

い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

  

犬
や
猫
に
も
学
び
、
い
つ
か
忍

者
の
身
体
の
動
き
の
こ
と
を
学

び
た
い
も
の
。
身
体
を
動
か
し
な

が
ら
の
つ
ど
い
で
し
た
。 

  

名
取
ブ
ロ
ッ
ク
・
熊
谷 

郁
夫 

毎
月
の
ロ
コ
モ
体
操
で 

        

元
気
は
つ
ら
つ 

 
 
 
 
 
 
 

緑
ヶ
丘
班 

  

毎
月
開
催
し
て
い
る
緑
ヶ
丘

班
。

10
月
も
渡
辺
建
寿
さ
ん
を

講
師
に
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
（
認
知
症
予
防
体
操
）

を
行
い
ま
し
た
。
友
の
会
の
安
齋

キ
ヨ
子
副
会
長
と
長
町
病
院
の

遠
藤
奈
々
さ
ん
（
地
域
連
携
・
医

地域・ブロック･班の活動 
友の会の行事は、感染対策をとりながら

実施しています。 

落
語
を
楽
し
み
ま
し
た 

真剣な表情で体脂肪測定 

楽
し
く
笑
っ
て 

        

敬
老
祝
う  

 

ふ
れ
あ
い
健
康
サ
ロ
ン
富
沢 

  

毎
月
開
催
の
「
ふ
れ
あ
い
健

康
サ
ロ
ン
富
沢
」
。
９
月
18
日

の
敬
老
の
日
に
は
恒
例
の
「
敬

老
祝
い
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

今
回
は
東
北
学
院
大
学
落
語

研
究
会
の
お
二
人
、
藍
舎
都
羽

(

あ
い
し
ゃ
ど
ー)

さ
ん
と
黄
亭

花
透
音(

き
い
て
は
な
す
ね)

さ

ん
を
お
招
き
し
て
「
落
語
会
」
。

黄
亭
花
透
音
さ
ん
は
１
年
生

で
、
こ
の
日
が
２
度
目
の
高
座

と
の
こ
と
。 

  

ご
自
分
の
孫
ぐ
ら
い
の
年
齢

の
お
２
人
の
話
に
、
み
な
さ
ん

笑
っ
た
り
う
な
ず
い
た
り
し
な

が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

福岡さんの話にうなずきながら 

療
相
談
室
）
も
参
加
し
、
座
っ
て

行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の

運
動
な
ど
で
体
も
頭
も
た
く
さ

ん
動
か
し
ま
し
た
。 

  

ボ
ー
ル
運
動
で
は
、
隣
の
人
へ

の
パ
ス
と
同
時
に
反
対
側
の
人

か
ら
の
ボ
ー
ル
を
受
け
取
る
瞬

時
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、
失
敗
の

度
に
み
な
大
笑
い
。
毎
回
楽
し
く

運
動
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

事
務
局
次
長
・
福
岡 

祥
子 

ボールを使って楽しく身体を動かします 



       「傾聴」について学ぶ 

毎年行っている「ボランティア学習会」。今年は 10

月６日、「傾聴について」というテーマで開催し、助

け合いの会やほっと亭のボランティア12名が参加し

ました。講師は森山英子さん（認定 NPO 法人仙台傾

聴の会共同代表）。森本さんは二人組でのやり取りを

組み入れながら、「傾聴」の基本やポイントをわかり

やすく説明してくれました。 

参加者からは「こういうことを知っておくと普段

の活動に役に立ちますね」「また開催してほしいで

す」などの感想が出されました。 
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地域公開講座の予定 

月 日 テ ー マ お は な し 

11 月 22 日（水） 知っておきたい薬の副作用 つばさ薬局長町店 薬剤師 

 12 月はお休みします  

2024 年 

 1 月 24 日（水） 
身近な材料でポーチづくり 
(材料費として２００円頂戴いたします) 

島﨑 純子さん（友の会副会長） 

時間はいずれも午後２時から 3 時半  会場はよしの亭  参加費は無料（実費を頂戴する場合があります） 

※ 定員は 12 名、事前に友の会までお申し込みください。（電話：248-6702） 

◎ お茶っこ会 

   お茶を飲みながらおしゃべりしています。 
   毎週火曜日 10：00～12：00 

    （奇数月の第２火曜はお休み） 

   よしの亭にて 

◎ こどもふらっと塾（無料塾） 

   学校の宿題などを持ち寄り、みんなで楽しく勉

強したり遊んだりします。小学生･中学生が対象

です。社会人・学生ボランティアが参加します。 

毎月第 3 土曜日 10：00～12：00 

よしの亭にて    

対
話
を
実
際
に
お
こ
な
い
ま
し
た 

             ♪お 知 ら せ♪ 

  仙台南健康友の会・うたごえ喫茶は、「長町うたごえ喫茶」

に名前を変更し、開催しています。 
○当面の開催日は 

11 月 28 日（火） 
時間は午後 2 時から 4 時 

会場は太白区文化センター 

                 展示ホール 

12 月 25 日（月） 

2024 年 

 1 月 29 日（月） 

  問い合わせ先：髙橋賢一 電話 080-1657－0727 
 

歩
ゆ
う
会
で
芋
煮
会 

  

10
月
の
歩
ゆ
う
会
は
、
秋
保

森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
秋
の
味

覚
・
芋
煮
を
楽
し
み
ま
し
た
。 



 

 下期健康チャレンジは 11 月いっぱい 

  第 14 回「健康づくりチャレン

ジ」は、期間が 10 月 1 日～11 月

30 日です。 

チャレンジされている方は、終

了したら、９月号に同封した「健

康づくりチャレンジカレンダー」

に記入の上、12 月 15 日（金）ま

で友の会室にお届けください。

（ファックスでも結構です） 

達成者には図書カードを進呈

いたします。 

  

  ファックス番号  

    ７４６－５１４６ 
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コ
ー
検
査
を
し
た
際
に
モ
ニ
タ
ー
に
映

し
出
さ
れ
た
自
分
の
心
臓
に
驚
き
、
感

動
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
大
学
卒

業
後
坂
総
合
病
院
に
入
職
し
、
そ
の
後

は
泉
病
院
、
長
町
病
院
へ
。
長
町
病
院
は

14
年
目
に
な
り
ま
す
。 

「
以
前
、
全
国
の
友
の
会
な
ど
の
交

流
集
会
に
参
加
し
、
友
の
会
の
方
々
の

活
躍
や
病
院
に
対
し
て
の
思
い
や
り
、

期
待
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
ん
で

す
」「
友
の
会
も
職
員
も
み
な
同
じ
視
点

で
、
一
つ
の
こ
と
を
話
せ
る
関
係
を
築

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
で
き

る
の
が
班
会
だ
と
思
い
ま
す
。
健
康
講

話
を
通
し
て
笑
顔
で
話
し
合
え
る
、
そ

ん
な
関
係
を
今
後
も
築
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

検
査
室
全
員
が
班
会
に
講
師
参
加
し

よ
う
！
と
方
針
を
立
て
る
阿
部
さ
ん
。

友
の
会
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。 

長
町
病
院
検
査
室
室
長
で
、
友
の

会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
協
力
し

て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
、
阿
部
直

樹
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

生
ま
れ
は
山
形
県
大
江
町
左
沢

（
あ
て
ら
ざ
わ
）
。
寒
河
江
市
の
隣
町

で
す
。
東
北
の
歴
史
に
と
て
も
興
味

が
あ
り
古
戦
場
や
城
跡
巡
り
が
好
き

と
の
こ
と
。
小
説
『
炎
立
つ
』
が
き
っ

か
け
で
、
行
っ
た
先
々
で
は
目
を
閉

じ
て
昔
の
情
景
を
想
像
す
る
の
が
楽

し
い
そ
う
で
す
。
ま
た
キ
ャ
ン
プ
歴

は
30
年
と
筋
金
入
り
で
、
相
談
に
も

気
軽
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。 

臨
床
検
査
技
師
を
め
ざ
し
た
の
は

中
学
１
年
の
時
。
左
胸
が
痛
み
、
心
エ

   その○69  阿部
あ べ

 直樹
な お き

さん 
  （長町病院 臨床検査技師） 

阿部直樹さん 

片寄教頭(左)に記念品を手渡す長澤絹代事務局次長 

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
感
想
よ
り 

●
お
手
伝
い
を
し
て
色
を
塗
る
と
自
然
に
ま
た
や
り
た
い
と
思
え
た
の
で
、
す
ご
く

よ
か
っ
た
で
す
。
（
５
年
生
） 

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
意
識
的
に
読

書
を
し
た
せ
い
か
、
子
ど
も
た
ち
も
本
を
読
む
時
間
が
増
え
、
良
い
習
慣
が
得
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
保
護
者
） 

●
毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
す
る
と
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。
（
３
年
生
） 

●
毎
日
ち
ゃ
ん
と
食
べ
た
の
で
、
熱
中
症
に
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。
（
３
年
生
） 

●
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
き
っ
か
け
で
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
が
つ
き
ま
し
た
。

今
後
続
け
て
い
く
よ
う
に
話
し
て
い
き
た
い
で
す
。
（
保
護
者
） 

●
早
起
き
し
て
朝
遊
ぶ
時
間
を
長
く
で
き
ま
し
た
。
（
１
年
生
） 

●
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。（
１
年
生
） 

「こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
」な
ど
の
感
想
が 

長
町
小
学
校
の
児
童
対
象
に
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施 

  

保
健
部
で
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
「
健

康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
。
上
期
は
開
校

１
５
０
年
を
迎
え
た
長
町
小
学
校
の
児

童
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。 

  

ち
ょ
う
ど
夏
休
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
に
７
月
初
め
に
チ
ラ
シ
を
渡

し
、
夏
休
み
後
に
結
果
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

児
童
94
名
、
保
護
者
の
方
47
名
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
提

出
し
て
く
れ
た
方
々
に
は
片
寄
角
洋
教

頭
を
通
じ
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
に
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
よ
か
っ
た
ね
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

を
書
い
て
下
さ
っ
て
い
る
担
任
の
先
生

も
い
ら
し
て
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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◆
ち
ぎ
り
絵
な
ど
上
手
で
感
心 

    

斉
藤 

恵
美
子
（
太
白
区
三
神
峯
） 

  

毎
回
の
友
の
会
だ
よ
り
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ち
ぎ

り
絵
な
ど
、
と
て
も
上
手
で
感
心

し
ま
す
。 

◆
彼
岸
花
の
群
生
に
感
動 

    

安
井 

京
子
（
太
白
区
柳
生
） 

  

暑
い
暑
い
と
口
ぐ
せ
に
言
っ
て

た
ら
、
秋
彼
岸
も
終
わ
り
朝
晩
の

涼
し
さ
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

ま
っ
か
な
彼
岸
花
の
群
生
を
観
て

声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い

つ
み
て
も
き
れ
い
で
す
。
ま
っ
か

な
、
彼
岸
花
。 

      

◆
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ん
ば
る 

    

中
里 

朋
子
（
太
白
区
長
町
） 

  

こ
の
暑
さ
は
、
い
つ
ま
で
続
く

の
で
し
ょ
う
か
。
朝
は
涼
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
中
と
の
寒

暖
差
で
体
調
を
崩
さ
な
い
様
に
し

よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
健
康
づ
く
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
頑
張
り
ま
す
。 

◆
温
暖
化
対
策
は
待
った
な
し 

    

清
水 

厚
子
（
太
白
区
郡
山
） 

 

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
の
言

葉
通
り

30
度
超
え
の
暑
さ
か
ら

や
っ
と
秋
に
な
り
ま
し
た
が
、
短

い
秋
に
な
り
そ
う
で
す
。
猛
暑
の

影
響
な
の
か
、
金
木
犀
は
例
年
よ

り
遅
く
咲
き
、
春
に
咲
い
た
「
絵
筆

菊
」
が
ま
た
咲
い
て
い
ま
す
。
異
常

気
象
が
常
態
化
し
て
、
日
本
の
季

節
は
四
季
で
な
く
長
い
夏
と
冬
の

「
二
季
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
が
な

く
な
る
と
紅
葉
狩
り
も
で
き
な
く

な
り
ま
す
ね
。
美
し
い
日
本
の
四

季
を
残
す
た
め
に
も
、
温
暖
化
対

策
は
待
っ
た
な
し
で
す
。 

◆
食
事
に
勝
る
も
の
な
し 

    

千
葉 

友
幸
（
太
白
区
長
町
） 

  

連
載
「
時
間
栄
養
学
」
の
、「
朝

タ
ン
パ
ク
質
群
」「
夕
タ
ン
パ
ク
質

群
」
は
と
て
も
興
味
深
い
お
話
で

す
。
食
事
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。 

◆
住
居
貸
し
て
く
れ
ず
困
る 

    

山
口 

和
男
（
太
白
区
萩
が
丘
） 

  

姉
（
89
才
）
が
立
ち
退
き
を
迫

ら
れ
、
住
ま
い
は
見
つ
け
て
も
高

齢
者
だ
か
ら
と
ど
こ
も
貸
し
て
く

れ
ず
困
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者 

   

住
ま
い
見
つ
け
ど 

拒
ま
れ
る 

 

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
心
配 

    

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ア
ワ
チ
ャ
ン 

  

秋
の
気
配
感
じ
る
も
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
い
て
ま
す
ね
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
、
エ
ア
コ
ン
な
し
の
生
活

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
コ
ロ

ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
も
増
加

中
こ
ち
ら
も
心
配
で
す
。 

◆
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て 

    

菅
原 

康
介
（
青
葉
区
旭
ヶ
丘
） 

 

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
は

よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
秋
彼
岸
に
な

り
急
に
気
温
が
下
が
り
ま
し
た
ね
。

今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
い
日
が
続

い
て
い
た
の
で
、
過
ご
し
や
す
く
な

っ
た
今
は
、
少
し
肌
寒
く
す
ら
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な

く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て

い
る
の
で
、
体
調
管
理
に
は
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。 

◆
歯
が
痛
く
て
歯
医
者
に 

    

佐
藤 
洋
子
（
太
白
区
袋
原
） 

  

元
気
が
一
番
、
口
も
達
者
、
食
欲

も
バ
リ
バ
リ
。
だ
っ
た
の
に

10
日

程
前
か
ら
歯
が
痛
く
よ
く
噛
め
な

い
。
歯
医
者
に
行
っ
た
ら
歯
茎
が
弱

り
歯
が
下
が
り
ぶ
つ
か
る
と
の
こ

と
。
削
っ
て
矯
正
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
日
は
熱
っ
ぽ
く
体
も
だ
る
い
。

い
つ
も
よ
り
早
い
時
間
に
床
に
就

い
た
。 

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と 

    

◆
幼
い
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

    

菅 

の
ぶ
子
（
太
白
区
西
の
平
） 

  

前
号
の
聴
診
器
を
読
み
、「
お
か

ん
の
ん
さ
ん
」
の
言
葉
で
私
の
幼

い
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
し

た
。
母
に
連
れ
ら
れ
、
毎
月
「
お
か

ん
の
ん
さ
ん
」
に
お
参
り
し
て
ま

し
た
。
当
時
は
「
お
か
ん
の
ん
さ

ん
」
と
い
う
名
の
お
寺
だ
と
思
っ

て
ま
し
た
が
、
後
で
「
観
音
様
」
に

親
し
み
を
込
め
て
の
言
葉
と
知
り

ま
し
た
。
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。   

◆
パ
ズ
ル
に
毎
回
チ
ャ
レ
ン
ジ 

    

長
内 

孝
子
（
太
白
区
人
来
田
） 

  

友
の
会
だ
よ
り
を
毎
回
楽
し
み

に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
パ
ズ
ル
は

毎
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

う
た
ご
え
喫
茶
も
休
ま
ず
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
頭
の
体
操
や
っ
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◆
身
体
に
気
を
つ
け
て 

    

秋
保 

隆
（
太
白
区
秋
保
町
） 

  

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
ま

す
。
今
年
は
い
つ
も
よ
り
暑
く
て

い
つ
に
な
っ
た
ら
秋
が
く
る
の

か
？
皆
様
も
身
体
に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。 

◆
朝
ご
は
ん
づ
く
り
の
参
考
に 

    

髙
橋 

啓
子
（
太
白
区
青
山
） 

  

管
理
栄
養
士
三
浦
さ
ん
の
連
載

を
読
み
、
朝
ご
は
ん
づ
く
り
の
参
考

に
し
ま
す
。 

◆
パ
ズ
ル
が
解
け
て
満
足
感 

    

宍
戸 

次
夫
（
太
白
区
長
町
南
） 

  

友
の
会
だ
よ
り
は
隅
か
ら
隅
ま

で
全
部
見
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で

す
。
ま
た
、
パ
ズ
ル
が
解
け
た
時
の

満
足
感
は
格
別
で
す
。「
頭
と
体
」
の

体
操
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◆
日
本
語
って
い
い
な
あ 

    

高
橋 

勝
子
（
青
葉
区
八
幡
） 

  

日
本
語
っ
て
、
改
め
て
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
パ
ズ
ル
解
答

「
モ
ミ
ジ
ガ
リ
」
な
ん
て
ス
バ
ラ
シ

イ
の
一
語
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
言
い
表
し
方
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。 

◆
初
め
て
の
海
外
旅
行 

    

金
成 

裕
子
（
青
葉
区
落
合
） 

  

は
じ
め
て
の
海
外
旅
行
（
グ
ア

ム
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
と
じ
こ
も
り
に
な
り
不
安
を

感
じ
ま
し
た
が
、
日
本
の
よ
う
な
マ

ス
ク
姿
は
な
く
コ
ロ
ナ
前
の
姿
に

戻
り
ま
し
た
。
前
向
き
で
元
気
に
な

り
ま
し
た
。 



森
山 

好
子(
太
白
区
鈎
取
本
町)

絵
手
紙 

菅
原 

和
恵(

太
白
区
八
木
山
弥
生
町)

絵
手
紙 

塚
本 

令
子
（
太
白
区
四
郎
丸
落
合
）
ち
ぎ
り
絵 
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わたしの作品 

◆
ち
ぎ
り
絵
が
楽
し
い 

    

青
木 

貴
美
子
（
太
白
区
日
本
平
） 

  

思
い
が
け
な
く
新
日
本
婦
人
の

会
に
入
り
、
ち
ぎ
り
絵
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
２
回
な
の

で
、
絵
心
も
な
く
恥
ず
か
し
い
か
ぎ

り
で
す
。
先
生
や
お
友
達
の
真
似
ば

か
り
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い

で
す
よ
。 

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝 

    

津
田 

日
出
子
（
太
白
区
長
町
） 

 

「
助
け
合
い
の
会
」
に
お
願
い
し
、

草
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
大
変
て
い

ね
い
に
作
業
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
続
き
） 

◆
脳
に
も
よ
い
食
事
を 

鈴
木 

桂
子
（
若
林
区
） 

三
浦
朋
子
さ
ん
の
連
載
を
楽
し

み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
高
校
２
年
の

息
子
の
健
康
管
理
の
た
め
食
事
を

見
直
し
、
脳
に
も
よ
い
食
事
を
つ
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。    

◆
夫
も
さ
ぞ
暑
か
った
か
と 

    

横
山 

洋
子
（
太
白
区
郡
山
） 

  

猛
暑
の
中
、
夫
の
一
周
忌
を
済
ま

せ
ホ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
９
月
に
な

っ
た
と
い
う
の
に
暑
い
日
！
墓
石

は
触
れ
ら
れ
な
い
程
で
夫
も
さ
ぞ

暑
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
野
草
園
散
策
楽
し
み
に 

    

浅
見 

ま
さ
子
（
太
白
区
太
白
） 

  

連
日
の
暑
さ
で
今
年
の
紅
葉
は

遅
い
と
か
。
「
友
の
会
だ
よ
り
」
を

届
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
、
来
月
の

野
草
園
散
策
に
誘
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
数
年
ぶ
り
の
野
草
園
楽
し
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
頭
の
体
操
を
兼
ね
て
応
募 

    

渡
邊 

弘
美
（
長
町
病
院
総
務
） 

  

今
ま
で
応
募
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
頭
の
体
操
を
兼

ね
て
今
後
も
応
募
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

 藤田 洋子(太白区鹿野本町)ちぎり絵 

 菊地 力治(太白区長町)色紙絵 
 

     小林 信雄(太白区長町)折り紙 

第
６
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
結
果
は
、
別
刷
り
と
し
て
い

ま
す
。 
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▼
前
回
の
解
答 

「
モ
ミ
ジ
ガ
リ(

紅
葉
狩
り)

」  
  

応
募
の
き
ま
り 

☆
ハ
ガ
キ
に
、
答
え
、
氏
名
、
住

所
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ひ
と
こ
と

お
書
き
添
え
い
た
だ
き
、
表
記

友
の
会
ま
で
。 

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。 

通
信
は
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

(

ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
方
は
そ

の
旨
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い)

。 

正
解
者
の
中
か
ら

10
名
様
に

図
書
カ
ー
ド
進
呈
。 

〆
切
は
12
月
20
日
（
当
日
消

印
有
効
） 

※
応
募
は
友
の
会
会
員
、
１
世

帯
１
通
に
限
り
ま
す
。 

 
当 

選 

者
（
敬
称
略
） 

◎ 

相
原 

綾
子
（
太
白
区
鹿
野
本
町
） 

◎ 

浅
見 

ま
さ
子(

太
白
区
太
白
） 

◎ 

長
内 

孝
子(

太
白
区
人
来
田) 

◎ 

金
成 

裕
子(

青
葉
区
落
合
） 

◎ 

菊
田 

智
弘(

太
白
区
太
白
） 

◎ 

佐
々
木 

ま
さ
美(

太
白
区
富
田
） 

◎ 

中
里 

朋
子(

太
白
区
長
町
） 

◎ 

葉
山 

美
佐
子(

若
林
区
上
飯
田) 

◎ 

安
井 

京
子
（
太
白
区
柳
生
） 

◎ 

山
口 

和
男
（
太
白
区
萩
が
丘
） 

◎
９
月
号
の
パ
ズ
ル
に
は
36
名
の

方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

抽
選
に
よ
り
左
記
の
方
々
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 

   
 

 

Ａ
～
Ｅ
ま
で
の
文
字
を
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は 

〔
ヨ
コ
の
カ
ギ
〕 

①
〇
〇
〇
〇
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

酸
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
。 

⑤
黒
と
白
の
ま
だ
ら
模
様
の
猫
を

〇
〇
猫
と
い
う
。 

⑥
約
束
・
契
約
な
ど
を
行
う
こ
と
。 

⑧
年
下
の
女
き
ょ
う
だ
い
。 

⑨
水
族
館
の
人
気
者
。
漢
字
で
は

「
海
驢
」 

⑪
三
味
線
・
琴
・
ギ
タ
ー
・
バ
イ
オ

リ
ン
等
に
張
っ
て
い
る
も
の
。 

⑫
「
オ
ム
ツ
」
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

あ
る
。 

⑭
こ
れ
を
と
り
過
ぎ
て
尿
酸
値
が

高
く
な
る
と
痛
風
に
な
り
易
い
。  

〔
タ
テ
の
カ
ギ
〕 

① 

「
と
ん
び
に
○
○
○
○
○
を

さ
ら
わ
れ
る
」
と
は
、
も
の
を

不
意
に
奪
わ
れ
る
こ
と
。 

②
吸
〇
、
〇
紅
、
ひ
と
〇
。
丸
に
入

る
漢
字
の
読
み 

③
北
海
道
の
阿
寒
湖
で
群
生
す
る

国
の
特
別
天
然
記
念
物
。 

④
胃
の
中
の
も
の
を
も
ど
す
こ
と
。 

⑦
「
ガ
ー
ド
下
」
と
も
呼
ば
れ
、
大

都
市
で
は
商
店
街
に
も
な
る
場
。 

⑧
生
き
て
い
る
時
は
「
匹
」
、
水
揚

げ
さ
れ
る
と
「
杯
」
、
干
す
と
「
枚
」

と
数
え
る
生
物
。 

⑩
キ
リ
ス
ト
教
の
司
祭
の
呼
び
名
。 

⑫
生
野
菜
の
対
義
語
は
○
○
野
菜
。 

⑬
自
分
の
兄
弟
姉
妹
の
娘
。 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 

友
の
会
パ
ズ
ル 

①  ②   ③   ④  

⑤    E  ⑥  ⑦ C  

  ⑧  D   

⑨ A ⑩      

⑪    ⑫   ⑬  

 ⑭      B   

 
解答欄 

 

聴診器 

も
う

50
年
も
前
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
黒
澤
明
監

督
、
志
村
喬
主
演
の
「
生

き
る
」
を
観
た
。
今
後
の

人
生
の
羅
針
盤
に
な
る

映
画
だ
と
、
え
ら
く
感
動
し
た

記
憶
が
あ
る
。
是
非
両
親
に
も

観
せ
た
い
と
思
っ
た
名
作
で
あ

る
▼
も
う
当
時
の
親
の
年
齢
を

超
え
た
今
、
改
め
て
「
生
き
る
」

を
ネ
ッ
ト
配
信
動
画
で
鑑
賞
し

た
。
志
村
喬
の
名
演
技
に
魅
せ

ら
れ
、
最
後
に
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

り
「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」
を
し
ゃ
が

れ
声
で
歌
う
姿
は
、
何
と
も
言

い
難
い
情
景
で
あ
っ
た
。「
生
き

る
」
の
映
画
は
今
を
生
き
る
私

達
に
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
若
い
時
の
「
生
き
る
」
の
感

想
は
、「
今
後
充
実
し
た
人
生
を

過
ご
し
た
い
」
の
よ
う
な
事
を

思
っ
て
い
た
。
70
代
に
な
り
改

め
て
「
生
き
る
」
を
観
て
「
世
の

為
、
人
の
為
に
、
ま
た
自
分
の
為

に
も
人
生
を
精
一
杯
生
き
な
さ

い
。
や
る
気
に
な
れ
ば
な
ん
だ

っ
て
出
来
る
！
」
と
黒
澤
監
督

は
語
っ
て
い
る
気
が
し
た
▼
映

画
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
「
公
園
」
を
残
し
て
逝
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
私
に
は
何
を

残
せ
る
の
だ
ろ
う
？
ま
だ
考
え

る
に
は
早
い
年
齢
で
あ
る
が
、

世
の
為
に
何
か
残
せ
る
物
を
考

え
て
お
き
た
い
。
そ
う
感
じ
さ

せ
る
名
作
で
あ
っ
た
。 

           

（
藪
田 

隆
司
） 

助け合いの会 ボランティア募集！ 

  助け合いの会は利用者の方からご好評いただ

き、連日予定が入っています。 
  できるだけお待たせしないで要望にお応えす

るために、もっと多くのボランティアの皆さんの

力が必要です。 
  草取りや掃除など、無理のない範囲で参加でき

ます。希望される方、お問い合わせは友の会まで。 
                   ２４８－６７０２ 
   


